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⽇
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５
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︒
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⼀
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⽶
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⾃由で開かれたインド太平洋とは

⽇⽶豪印は、基本的価値を共有し、法の⽀配に基づく⾃由で開かれた国際秩序の強化に
コミット。「⾃由で開かれたインド太平洋」の実現に向け、幅広い分野で実践的な協⼒
を進め、↑⾚枠の4か国間では、地域に前向きな形で貢献していくことの重要性で⼀致。

⾃由で開かれたインド太平洋（FOIP)とは、インド洋・太平洋地域全体の平和と繁栄を保障
し、いずれの国にも安定と繁栄をもたらすために、ルールに基づく国際秩序の確保を通じて、
⾃由で開かれたインド太平洋地域を「国際公共財」として発展させるという構想。
＜FOIPの三本柱＞
①法の⽀配、航⾏の⾃由、⾃由貿易等の普及・定着
②経済的繁栄の追求（連結性、EPA/FTAや投資協定を含む経済連携の強化）
③平和と安定の確保（海上法執⾏能⼒の構築、⼈道⽀援・災害救援等）

出典：防衛省「⾃由で開かれたインド太平洋」ビジョンにおける防衛省の取り組み https://www.mod.go.jp/j/publication/book/pamphlet/pdf/indo_pacific_j.pdf 出典：外務省 ⽇⽶豪印 https://www.mofa.go.jp/mofaj/fp/nsp/page1_001173.html
出典：内閣府 経済安全保障法 https://www.cao.go.jp/keizai_anzen_hosho/suishinhou/suishinhou.html 出典：⾃由⺠主党 経済安全保障戦略策定に向けての提⾔ https://storage2.jimin.jp/pdf/news/policy/201021_1.pdf 

資料解説
前衆議院議員⼭本左近

⽇⽶豪印とは

経済安全保障とは
⾃⺠党が取りまとめた提⾔「経済安全保障戦略」の策定に向けて（2020年12⽉）において、
経済安全保障とは、「我が国の独⽴と⽣存及び繁栄を経済⾯から確保すること」と定義し、
２つの⽅針が⽰されている。
・戦略的⾃律性の確保：⽇本の社会経済活動の維持に不可⽋な基盤を強化し、他国に過度に
依存しない状態を実現すること
・戦略的不可⽋性の維持・強化・獲得：⽇本の存在が国際社会にとって不可⽋である分野を
戦略的に拡⼤していくことで、⻑期的、持続的な繁栄及び安全を確保すること

私は、議員時代、経済安保推進法案の審議において、国際情勢の変化や技術の進歩に応じ
た改正が必要であることを訴え、⼩林鷹之経済安保担当⼤⾂（当時）から「タイムリーに法
律を⾒直していく。」との答弁を引き出しました。国⺠の皆さまの命と暮らしを守るため、

法律が適切に運⽤されることを願います。


